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行政報告をする米本町長

　
3
月
6
日
か
ら
17
日
ま
で
の
12
日
間
の
会

期
で
、「
令
和
7
年
第
1
回
和
木
町
議
会
定

例
会
」が
開
催
さ
れ
、報
告
2
件
、諮
問
1
件
、

議
案
20
件
、
発
議
1
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

報
告
第
1
号

　

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

※
監
査
委
員
が
会
計
管
理
者
の
現
金
保
管
及

び
現
金
出
納
事
務
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
か
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計

毎
に
毎
月
実
施
し
て
い
る
も
の

報
告
第
2
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
9
号
）
に
関
す
る
専
決
処
分
に
つ

い
て

※「
住
民
税
非
課
税
世
帯
（
1
世
帯
あ
た
り

3
万
円
）」
及
び
「
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
う
ち
、
子
育
て
世
帯
（
子
ど
も
一
人
あ

た
り
2
万
円
を
加
算
）」
に
対
し
て
、
重

点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用
し
た
総
合
経

済
対
策
給
付
金
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
必
要
な
予
算
措
置
を
行
う
も
の

【
全
会
一
致
で
承
認
】

諮
問
第
1
号

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

※
村
上
邦
明
さ
ん
を
、
人
権
擁
護
委
員
候
補

者
と
し
て
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
た
め
、

議
会
の
意
見
を
求
め
る
も
の

【
全
会
一
致
で
同
意
】

議
案
第
1
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
10
号
）

※
歳
出
各
費
目
の
減
額
補
正
に
加
え
、
米
空

母
艦
載
機
部
隊
配
備
特
別
交
付
金
を
活
用

し
た
基
金
へ
の
積
立
を
増
額
す
る
な
ど
、

決
算
見
込
み
に
応
じ
て
予
算
額
の
調
整
を

行
う
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
2
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
3
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
4
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
5
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
6
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
7
号

　

和
木
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族

介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法

律
及
び
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の【

全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
8
号

　

和
木
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族

介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法

律
及
び
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
参
照

条
文
の
改
正
を
行
う
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
9
号

　

和
木
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
人
事
院
及
び
山
口
県
人
事
委
員
会
の
給
与

の
改
定
に
関
す
る
勧
告
等
に
伴
い
、
国
家

公
務
員
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
職
員
の
諸
手
当

の
額
及
び
支
給
割
合
並
び
に
給
料
表
に
つ

い
て
、
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
10
号

　

和
木
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
国
の
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

【
挙
手
多
数
で
可
決
】

議
案
第
11
号

　

和
木
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

※
国
の
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
12
号

　

和
木
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

※
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
和
木
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の【

挙
手
多
数
で
可
決
】

議
案
第
13
号

　

和
木
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定
同
意
に
つ
い
て

※
令
和
7
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
9
年
3
月

31
日
ま
で
の
2
年
間
、
和
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
　
　
　
　
　
　【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
14
号

　

令
和
7
年
度
和
木
町
一
般
会
計
予
算

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
15
号

　

令
和
7
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
16
号

　

令
和
７
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

【
全
会
一
致
で
可
決
】

第
１
回
和
木
町
議
会
定
例
会
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議
案
第
17
号

　

令
和
7
年
度
和
木
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
18
号

　

令
和
7
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
会

計
予
算

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
19
号

　

令
和
７
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業

会
計
予
算

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
20
号

　

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
共
同

処
理
す
る
事
務
の
構
成
団
体
の
変
更
並
び

に
こ
れ
に
伴
う
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

※
田
布
施
・
平
生
水
道
企
業
団
の
解
散
に
伴

い
、
山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
共

同
処
理
す
る
事
務
の
構
成
団
体
の
変
更
並

び
に
こ
れ
に
伴
う
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
第
２
９
０
条
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

【
挙
手
多
数
で
可
決
】

発
議
第
1
号

　

和
木
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続

等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び

に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図

る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の【全

会
一
致
で
可
決
】

まちの話題

　

3
月
11
日
に
松
本
弘
子
さ
ん
が
︑
満

1
0
0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
︑
3
月
3
日
に

善
岡
吉
乃
さ
ん
︑
3
月
9
日
に
福
馬
ヤ
ス
コ

さ
ん
︑
3
月
10
日
に
小
田
運
江
さ
ん
︑
3
月

11
日
に
藤
本
眞
由
美
さ
ん
︑
3
月
24
日
に
福

井
高
治
さ
ん
︑
3
月
25
日
に
藤
山
ト
シ
子
さ

ん
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
︑
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
︑
町
か
ら
表

彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
︒

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
︑
お
祈
り
い
た
し
ま
す
︒

※
今
回
︑
松
本
弘
子
さ
ん
︑
善
岡
吉
乃
さ
ん
︑

福
馬
ヤ
ス
コ
さ
ん
︑
小
田
運
江
さ
ん
︑
藤

本
眞
由
美
さ
ん
︑
福
井
高
治
さ
ん
は
お
名

前
の
み
の
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

厚
生
功
労
者
表
彰

　３月１０日、岩徳流域林業活性化セン
ターから岩徳流域産木材で作られた木
製ベンチ２基を寄贈いただきました。
ベンチは、蜂ヶ峯総合公園の Bee+ 交
流棟に設置しています。休憩や軽食を
とられるときにぜひご利用ください。

地産木材を利用したベンチが
寄贈されました

　

2
月
21
日
︑
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
て
第
７
回
和
木
大
学
を
開
催
し
ま

し
た
︒

　

令
和
６
年
度
最
後
の
講
座
は
︑
あ
な
た

の
相
続
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
～
相
続
の
イ
ロ

ハ
～
と
題
し
て
︑
相
続
の
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
︒

　

講
師
に
︑
行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

の
行
政
書
士  

用
皆
光
康
先
生
を
お
招
き

し
︑
も
し
も
の
と
き
﹁
相
続
っ
て
ど
う
す

る
の
？
﹂﹁
遺
言
で
決
め
ら
れ
る
？
﹂
な

ど
の
疑
問
を
︑
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　

講
演
後
に
は
︑
重
岡
良
典
学
長
よ
り
祝

辞
を
頂
き
︑修
了
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
︒

　

令
和
7
年
度
は
︑
5
月
28
日
㈬
に
開
校

し
ま
す
︒
多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
︒

　

3
月
7
日
に
中
学
校
卒
業
式
︑
14
日
に

こ
ど
も
園
卒
園
式
︑
18
日
に
小
学
校
卒
業

式
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
︒

　

子
ど
も
た
ち
は
︑
在
校
生
や
先
生
と
の

別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
︑
慣
れ
親
し
ん
だ

学
び
舎
に
別
れ
を
告
げ
︑
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
︒

　

卒
業
・
卒
園
さ
れ
た
皆
さ
ん
︑
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
す
︒

✿ 

こ
ど
も
園
卒
園
式
︵
卒
園
児
51
名
︶

✿ 

小
学
校
卒
業
式
︵
卒
業
生
70
名
︶

✿ 

中
学
校
卒
業
式
︵
卒
業
生
70
名
︶

第
７
回  

和
木
大
学

卒
業
式
・
卒
園
式

こども園

小 学 校

中 学 校

藤山トシ子さん
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若本学長（左）と米本町長（右）米本町長（左）と渡部社長（右）三宅陽さん

まちの話題

　地域包括支援センターは、高齢者のみなさんが住み慣れた地域で安心した生活を続けられるように支援を行う
総合機関です。高齢者の生活全般に関する様々な相談に保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員が対応します。

相談受付時間　月～金曜日（祝日を除く）８時３０分～１７時１５分
問い合わせ先　地域包括支援センター（保健福祉課内）（☎５２－２１９６）

【主な支援内容】

地域包括支援センターにお気軽にご相談ください

　体操や認知症予防の講座を開催しています。
　毎回、認知症地域支援推進員が認知症に関する心配ごと、
悩みごとの相談に応じます。個室もありますので、お気軽に
ご相談ください。
♪認知症を予防したいと思っている方、認知症の方、介護

をしている方、話し相手が欲しい方等・・・

一緒にわきあいあいと楽しみませんか♪

日　時　４月２８日（月） １３時３０分～１５時
　　　　（時間内　出入り自由）
場　所　コミュニティセンター １階 集会室
内　容　ゲームで楽しもう！
参加費　無料
申・問　地域包括支援センター
　　　　　　　　（☎５２－２１９６）

【次回のご案内】オレンジカフェだより

①自立した生活を支援します。
　・介護予防の推進
　・高齢者の社会参加の活動支援
　・介護予防・生活支援サービス、介護保険サービス等の調整
②高齢者の権利を守ります。
　・高齢者虐待の防止
　・消費者被害の早期発見と防止

③適切なサービスを提供できるように
　支援します。
　・主治医や地域の関係機関等との連携
　・ケアマネジャーへの支援や助言

　

3
月
19
日
︑
株
式
会
社
レ
ノ
フ
ァ
山
口

代
表
取
締
役
社
長
の
渡
部
博
文
さ
ん
が
︑

米
本
町
長
へ
の
表
敬
訪
問
の
た
め
︑
役
場

に
来
庁
さ
れ
ま
し
た
︒

　

渡
部
社
長
は
米
本
町
長
に
3
月
23
日
開

催
の
﹁
和
木
町
・
田
布
施
町
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
デ
ー
﹂
で
の
健
闘
を
誓
い
︑
町
で
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を
中
心
と
し
た
取
組
の
意
見

交
換
を
さ
れ
ま
し
た
︒

　

和
木
小
学
校
6
年
︵
大
会
当
時
︶
の
三

宅
陽
さ
ん
が
3
月
に
福
島
県
で
開
催
さ
れ

た
第
43
回
Ｊ
Ｓ
Ｂ
Ａ
全
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
選
手
権
大
会
︵
ス
ロ
ー
プ
ス
タ
イ
ル
部

門
︶
で
準
優
勝
さ
れ
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑
今
回
の
成
績
に
よ
り
プ
ロ
資
格

を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
︒

　

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
︒

　

2
月
26
日
︑
和
木
町
と
学
校
法
人
高
水
学

園
岩
国
短
期
大
学
と
の
間
で
︑﹁
包
括
連
携
に

関
す
る
協
定
﹂
を
締
結
し
ま
し
た
︒

　

こ
の
協
定
の
締
結
は
︑
両
機
関
が
様
々
な

分
野
に
お
い
て
相
互
に
協
力
し
︑
個
性
豊
か

な
地
域
社
会
の
発
展
と
人
材
育
成
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
︒

　

協
定
の
調
印
式
で
米
本
町
長
は
︑﹁
岩
国
短

期
大
学
と
連
携
し
︑
知
識
や
知
恵
を
お
借
り

し
な
が
ら
︑
町
の
発
展
に
つ
な
げ
る
と
と
も

に
︑
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
良
き
関
係
を
更

に
深
め
て
ま
い
り
た
い
︒﹂
と
述
べ
ま
し
た
︒

岩
国
短
期
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

レ
ノ
フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ

全
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
選
手
権
大
会
準
優
勝

渡
部
博
文
社
長
が
表
敬
訪
問
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長浦京 著
一雫ライオン 著
佐藤愛子 著
西條奈加 著
林真理子 著
遠田潤子 著
今野敏 著

あさのあつこ 著
中山七里 著

青山美智子 著、田中達也 写真・絵

正高もとこ 作、鎌田歩 絵
せなけいこ 作・絵

ノラ・ニッカム 作、ロバート・メガンク 絵

きむらゆういち 作、あべ弘士 絵

令丈ヒロコ 著、浮雲宇一 絵
廣嶋玲子 著、まくらくらま 絵
角野栄子 作、よしむらめぐ 絵

小手鞠るい 作、早川世詩男 絵
たしろちさと 作・絵

福岡伸一 文、五十嵐大介 絵

日 月 火 水 木 金 土

開館時間 平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■に白字は図書館休館日

1 2 5
6

3 4
87 9 12

13
10 11

1514 16 19
20

17 18
22 23 2421 2625

27 29 3028

４月の休館日 　利用者カードを持って図書館にお越し
ください。

問合せ▼
TEL ５４－０２２２
FAX ５４－０２７８

ホームページ▼
http://www.waki-toshokan.jp/

＜CD＞
☆Channel U ／ 緑黄色社会
☆Pieces ／ Omoinotake
☆TIME ／ HY
☆Buppu Label １５th Anniversary
 “Showcase！”／槇原敬之
☆Dressing ／ wacci

＜一般書＞
『シスター・レイ』
『流氷の果て』
『百一歳。終着駅のその先へ』
『初瀬屋の客』
『マリコにもほどがある！』
『ミナミの春』
『天狼　東京湾臨海署安積班』
『春立つ風』
『氏家京太郎、奔る』
『遊園地ぐるぐるめ』

＜児童書・絵本＞
『パトカーの　うーたくん』

『しっぽのつり』
『あなの本』

『あいことばはあらしのよるに』

『なんとかなる本　樹本図書館のコトバ使い４』

『妖鳥魔獣物語』
『ねんねのおばけ』
『どろぼう猫とキラキラのミライ』

『２０ぴきのピクニック』
『ホタルの光をつなぐもの』

日時
　４月１９日（土）
　１０：３０～１１：００
場所
　おはなしの部屋

おはなし会サークル
　　　　　『ゆびとま』
※中止になることがあり
ます

☆おはなし会☆●図書館の資料の検索・予約・貸出本の延長がご家庭のパソコン
　からできます。
・右上のホームページアドレスにアクセスしてください。
・予約・延長にはパスワードが必要です。まずは、
　図書館で申請してください。

●ご来館の皆さまへのお願い
※資料の無断持ち出し、切り取り、書き込み等は絶対にしないで
ください。

※資料は、貸出期間内に返却してください。
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since 2017.3

町 ぐ 「和木学園」る 構想
緑の風薫る文化のまち和木町
～あいさつと笑顔あふれるまち～

教育・文化のまちづくり
子ども子育て支援のテーマ

幼保
（こども園） （小中一貫教育）

※ICT教育の推進 （１５歳以上６０歳未満）

（将来的には園小中を一貫した教育）

※放課後子ども教室等の活動の充実

※  小中高生対象の検定助成を、町民全体に広げる。

※  生涯スポーツの推進
　　（総合型地域スポーツクラブ、体育協会、保健相談センター等との連携）
※  国際教育（ALTの活用、英語教育、日米交流事業  等）
※  土曜日や放課後の学習環境づくり（学校支援  等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・など

健康寿命の延伸につなげたい。

教育目標：ふるさと和木に誇りと愛着を持ち、和木の将来を担う人づくり

教育方針

「吾以外、皆吾師也」

「わきあいあい（アクティブ・ラーニング）で学ぶ」学校教育の推進
「緑の風薫る文化のまち和木町」を支える生涯学習環境の整備
「尊師親愛生」の教育風土の醸成

（特に、「老化は足から…」の防止）

（特に、「もの忘れ」の防止） 学校運営協議会・
地域協育ネットと
連携

※コミセン・分館の機能充実

（忠孝一貫教育）

「よく学び、よく遊べ」の支援

孝行：町の行事や地域の
　　　諸活動等に参画

→ → → → → →小 中 〔孝行〕 和木大学
（６０歳以上）

「わきは　あったか　大家族」

『和木学園』で生涯学習

・・・・・

み

＝

　文豪吉川英治さんが好んで使っておられたこの有名な言葉は、人が人らしく生きていこうとするところに、教育の営み
が成立するという考え方である。
　隣の家のおじさんも、百歳を越したおばあちゃんも、その生きる姿を通して教育を行っている。庭にはえている草も、道に
ころがっている石も、みんな教材になる。
　和木町には、山がある。川も海もある。山青く水清らかな豊かな自然と最先端の技術をもつ化学工場も、みんな教材であり、
私たちの師である。
　学校とか家庭・地域という垣根を越えて、町全体で、みんなが互いに学び合うという町づくりを目指したい。

комбинат特に、日本最初のコンビナート（露：　　　　　　　　意味は「結合」）とコンビ（英：combi
コンビネーションの略　意味は「組み合わせ」）を組んだ学習支援体制づくりを行う。

「コンビ学習」

［  和木町ならではの特色ある取組としたい  ］
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565

　毎月民生委員児童委員
の皆さまがあいさつ運動
をされる第１月曜日（月
によっては第２月曜日な
どに変わることもある）
を『あいさつチャレンジ
デー』としています。『あ
いさつチャレンジデー』
は、いつも以上にあいさ
つを交わそうという日です。通勤で忙しい町民の皆さまも
会釈だけではなく、この日は声を出してあいさつをしま
しょう。あいさつはコミュニケーションの基本ですよ。
　今月は年度の始まりの関係で、１４日（月）があいさつ
チャレンジデーになります。和木町はあいさつを大切にす
る町です。園児、児童、生徒だけではなく、町民のみなさ
んで和木町をあいさつと笑顔あふれるまちにしていきま
しょう。

毎月第１月曜日は『あいさつチャレンジデー』

　令和７年度の放課後子ども教室「わきあいキッズ」参加者を募
集します。「安全・安心な子どもの居場所」と、「スポーツ・文化
芸術などの体験の場」を子どもたちに提供します。地域住民の方々
とふれ合うことで、子どもたちの心も体も健やかに成長します。
　対象はおもに和木小学校の児童及び町内在住の小学生です。新
学期開始後の４月に学校を通じて実施要項を配布します。詳しく

は、実施要項をご覧くだ
さい。
　町内在住以外の児童生
徒につきましては、教育
委員会に直接お越しくだ
さい。
　たくさんの教室があり
ますので、ぜひお申し込
みください！

放課後子ども教室
「わきあいキッズ」募集について

令和７年度「地域協育ネット」
コーディネーター養成講座、家庭教育
アドバイザー養成講座
日程のお知らせ

☆コミュニティ・スクール委員会

　子どもの安全を見守るボランティア『わきスクールガード』を随時募集しています。
　地域の皆さんの“目”が、子どもを守ります。より多くの目で、子どもたちの登下校等の安全・
安心を確保するために、「できる人が、できる時に、できる事を」を基本に、無理のない範囲で
活動をお願いしています。
　和木町の子どもたちの安全を守る活動に、ご理解とご協力をお願いします。
※登録された方はボランティア保険に加入します（申込み・費用負担は事務局が行います）。
問い合わせ先：教育委員会事務局（☎５３－３１２３）

　広報わき３月号でお知らせした上記養成講座の
日程が決まりましたので、お知らせします。
　第１回　　６月　７日（土）
　第２回　　７月１２日（土）
　第３回　　８月　９日（土）
　第４回　　９月　６日（土）
　第５回　１０月１１日（土）
　第６回　１１月１５日（土）
　第７回　　１月２４日（土）
　※地域連携教育再加速フォーラム
　詳しくは下記までお問い合わせください。
問い合わせ先
　教育委員会事務局（☎５３－３１２３）

■ わきスクールガード募集中

　コミュニティ・スクール（以下、ＣＳ）とは、学校と地
域が知恵を出し合い、協働する中で、子どもたちの豊かな
成長を支え「地域とともにある学校づくり」を進める仕組
みのことです。
　２月２１日に文化会館において、今年度３回目の委員会
（湯淺正行会長）が開催されました。今年度の取組の成果
と課題から来年度に向けて、三部会（学力向上、心の教育、
体力向上）でしっかりと話し合いを行っていただきました。
　来年度もＣＳ委員会では、和木町の子どもたちの成長の
ために様々なことに取
り組んで行きます。そ
の中で決まったこと
を、広報でも紹介した
いと思います。委員の
皆さま、１年間ありが
とうございました。

6



妊産婦サロン

面接相談

すくすく計測相談会

　妊娠中、産後、子育て中の方の相談会を行っています。
お気軽にご利用ください。
日時　４月２４日（木）
　　　９時～１２時のうち１時間程度
内容　助産師による個別相談
　　　　妊娠中・産後の体調管理、赤ちゃんのお世話、
　　　　授乳相談、離乳食相談等
講師　助産師　毛利　弘美  先生
場所・問　保健相談センター  （☎５２－７２９０）
　　　　　※事前に申込みが必要です。

すくすくすくすく
和木町こども家庭センター

地域とつながる  「和木町」 母子手帳アプリ

すくすく手帳 by  母子モ

● 地域子育て支援センター

子育て支援事業

日時　毎週火・金曜日
　　　９時３０分～１２時
　　※行事等で開催しない日も
　　　あります。
　　　ご確認ください。
場所・問　地域子育て支援センター
　　　　　和木こども園　（☎52－27 0 7）

　親子のコミュニケーションのための場所を提供して
います。いずれも事前の申込みは不要です。詳細は、
開催場所にお問合せください。

　「すくすく手帳」は、妊婦健診・お子さまの乳幼児健
診の結果・予防接種日などを、データで記録・管理で
きる機能が満載のアプリです。
　町からの子育てに役立つ情報もお届けしますので、
是非アプリを登録いただき、ご活用ください。

子育て支援機関と連携し、
みなさんの子育てを応援します。

保健相談センター内
　　 （☎５２－７２９０）

和木町こども家庭センター

すくすくすくすく

　臨床心理士・公認心理師による個別
相談を行っています。ご自身やご家族
の悩みなど、お気軽にご利用ください。
日時　４月２２日（火）
　　　１４時～１６時のうち１時間程度
内容　臨床心理士・公認心理師　玉田　和子　先生
場所・問　保健相談センター   （☎５２－７２９０）
　　　　　※事前に申込みが必要です。

アプリストアから
ダウンロード

母子モ（ボシモ）で検索！

利用料金

無料!

● 子育てサロン「たんぽぽ」
日時　４月１６日（水）１０時～１１時３０分
場所　和木 2丁目第 3集会所
　　　（山の手集会所）
参加費　1家族１００円
問　和木町社会福祉協議会
　　（☎52－86 4 4）

いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号までご連絡ください。

骨髄バンク登録

肝炎検査

エイズ検査
ストレス相談

ひきこもり家族の会

☎ 29－1523

☎ 29－1519

☎ 29－1525

  9：00～11：00

10：00～11：00

13：00～16：00

13：30～15：30
13：30～15：30

４月  ８日（火）※第２火曜日
４月２２日（火）※第４火曜日
医療機関で診療時間内に受ける方法もあります。

４月２２日（火）※第４火曜日
４月１６日（水）※第３水曜日
４月２３日（水）※第４水曜日

内　　　容 実　　施　　日 時　　　間 予約電話番号

岩国健康福祉センター（保健所）の相談会・検査等予定（住所：岩国市三笠町 1-1-1）

ミニ工作します!

　未就園児の身体計測を行っていま
す。保健師、栄養士による個別相談も
できます。お気軽にご利用ください。
　

日時　４月９日（水）　１０時～１１時３０分受付
対象　新生児、乳児、幼児
内容　身長、体重測定、その他保健、栄養、母乳相談
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）
　　　　　※事前の申込みは不要です。
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からだ
応援ページ

対　象　これまでに肺炎球菌ワクチン接種をし
ていない方で、 ① ② いずれかに該当
する方。

①接種日時点で 65歳の方
②60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓、腎臓、
呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルス
による免疫の機能に障害を有する方（身体
障害者手帳１級程度）

　
利用回数　１回
　
費　用　2,850 円 ※１
　
期　間　６５歳の誕生日から６６歳の誕生日を

迎える前日まで

※1  生活保護受給者は無料です。医療依頼証
の提示が必要です。

　
　ご不明な点は、保健相談センターにご連絡く
ださい。
　
問　保健相談センター（☎52－72 9 0）

●高齢者の肺炎球菌ワクチン予防接種
対象　これまでに帯状疱疹ワクチンを接種していない方で、

①②のいずれかに該当する方。
①下表の年齢、生年月日の方

利用回数・自己負担

期間　令和８年３月３１日まで（転出日当日から接種不可）

　　　②６０歳以上６５歳未満の方で、ヒト免疫不全ウイル
スによる免疫の機能に障害を有する方

●帯状疱疹ワクチン予防接種

予防接種の予診票等の関係書類をお届けします !

急な病気やけがで救急車を呼ぶか病院に行くか迷ったら…

今日から始める

★準備していただくもの★
　運動できる服装・シューズ・
　タオル・水分補給用のお茶等

体験会

対
象

講
師

日本スロージョギング協会公認アドバンス
インストラクター

先生三島 孝雄

和木町在住の方 約30名
※医師から運動を禁止されていない方

会
場

日
時 13 時 30 分～15 時

和木町総合コミュニティセンター

４月２５日●

３階　集会室
申込：保健相談センター
　　　（☎52－7290）

金

健康プログラム春

●こどもの定期予防接種

種類

配布対象者

配布時期

麻しん風しん
第２期
年長児

４月中

日本脳炎
第２期
９歳

誕生日から
３か月経過頃まで

二種混合
（ジフテリア・破傷風）

１１歳

誕生日から
３か月経過頃まで

子宮頸がん予防ワクチン

小学校６年生　　

４月中　　

令和７年度内に
到達する年齢

６５歳

７０歳

７５歳

８０歳

８５歳

９０歳

９５歳

１００歳以上

生　　年　　月　　日

昭和３５年４月２日生～昭和３６年４月１日生

昭和３０年４月２日生～昭和３１年４月１日生

昭和２５年４月２日生～昭和２６年４月１日生

昭和２０年４月２日生～昭和２１年４月１日生

昭和１５年４月２日生～昭和１６年４月１日生

昭和１０年４月２日生～昭和１１年４月１日生

昭和  ５年４月２日生～昭和  ６年４月１日生

　　　　　　　　　～大正１４年４月２日生

種　　類

回　　数
自己負担 ※1

乾燥組換え
帯状疱疹ワクチン

乾燥弱毒生
水痘ワクチン

２回
６,６２０円／回

１回
２,６６０円

【救急相談センター広島広域都市圏】
　電話番号　＃７１１９
　　　　　　　（プッシュ回線の固定電話から）
　　　　　　０８２－２４６－２０００
　　　　　　　 （つながらない場合や 携帯電話 から）
　相談時間　２４時間３６５日
　相 談 料　無料（通話料はかかります）

【山口県小児救急医療電話相談】
　電話番号　＃８０００
　　　　　　（プッシュ回線の固定電話から）
　　　　　　０８３－９２１－２７５５
　　　　　　（つながらない場合や 携帯電話 から）
　相談時間　午後７時～翌朝８時
　相 談 料　無料（通話料はかかります）
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和木町健診・がん検診のお知らせ

＜健診・がん検診対象 年齢一覧＞ ※令和７年４月１日時点の年齢を基準にします。

～国保特定健診・後期高齢者健診の対象者の方へ～
・実施日までに異動（被用者保険へ加入など）された方は、健康診査は受診できませんのでご了承ください。
・集団健診を希望される場合は、「和木町健診・がん検診申込書」を期限内に保健相談センターに提出してください。
集団健診未受診の方に、７月下旬以降、個別健診で必要な受診券を送付します。健康診査は保険者が実施主体です。
加入されている保険により、健康診査の検査項目や自己負担が異なります。　　　問　保健福祉課（☎５２-２１９５）

～全国健康保険協会（協会けんぽ）に加入されている方へ～
・協会けんぽに加入する４０歳から７４歳までのご家族（被扶養者）は、がん検診等の集団検診と同日に特定健診を
受診できます。
・対象者へは協会けんぽから受診券が４月中にご自宅宛てに届きます。協会けんぽへお申し込みください

問　協会けんぽ山口支部（☎083-9 7 4 - 1 5 0 1）

※４月１１日（金）までに申込書が届かない場合は、保健相談センター
　（☎５２－７２９０）へお問合せください。

　４月７日（月）以降に「和木町健診・がん検診申込書」を世帯別に配布します。
申込書を期限内に保健相談センターにご提出ください。（平日 8時 30 分～ 17 時） 申込み締切日

4 21月

令和７年度

※町乳がん検診
　指定医療機関

岩国病院・錦病院・はるなウィメンズクリニック・そだクリニック・広島西医療センター・
広島生活習慣病がん健診センター大野・はつかいち乳腺クリニック

40
歳
以
上
の
方

肺
が
ん
・
肺
結
核
検
診

40
歳
以
上
の
方

胃
が
ん
検
診 

バ
リ
ウ
ム
で
の
X
線
検
査

大
腸
が
ん
検
診
40
歳
以
上
の
方

子
宮
頸
が
ん
検
診
20
歳
以
上
の
女
性

乳
が
ん
検
診
40
歳
以
上
の
女
性

前
立
腺
が
ん
検
診

50
歳
以
上
の

偶
数
年
齢
の
男
性

肝炎ウイルス
検診
40歳の方
未受診の方

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

40・45・50・55・

60・65・70
歳
の
女
性

胃がんリスク
検診（ABC検診）
40歳の方
未受診の方

実施主体
種類

受診方法

受診会場

自己負担 無料 無料 無料

集団検診

６月１１日（水）・１２日（木）・１３日（金）
６月１４日（土）・１６日（月）・１７日（火）
　　１８日（水）
　

　　　　　　いずれの日も、午前のみ

６月１０日（火）
１９日（木）
午前・午後

６月１４日（土）
午後のみ

集団検診

保健相談センター 保健相談センター ※町乳がん検診
　指定医療機関
受診券が届いて
※町乳がん指定
　医療機関に予約

受診券の発送は
５月以降になり
ます

個別検診

受 診 日

40歳以上
の方

20～39歳
の方

後期高齢者
医療制度加入者

和木町国民健康
保険加入者

（受診日に資格のある方）

（令和７年４月１日かつ
 受診日に資格のある方）

後期高齢者健診

国保特定健診

①集団健診
②個別健診
①保健相談センター
②指定医療機関
①がん検診等と同日
②受診券が届いて
　医療機関に予約

国保　無料
高齢　500円

町 保険者
健康診査がん検診等 子宮頸がん 乳がん
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　今年度予算は、総合計画（今は第５次総合計画）の重点施策「元気な子どもを育む子育て支援」「こども園・小学校・
中学校までの一貫した教育の充実」「町民の元気を保つ、健康づくりの支援」「防災・防犯体制の充実」を主な柱と
して編成されています。
　令和７年度は、従来の事業を継続するための予算のほか、新たな取り組みとして、医療費が無料となる福祉医療
制度の対象者の拡充や、虐待等を未然に防ぐことを目的とした子育て世帯訪問支援事業、水質改善の実証実験等を
行う環境イノベーション推進事業といった予算が盛り込まれています。また、施設面においては、坂根団地第１棟
改修工事や旧保育所の解体工事、文化会館空調設備改修工事等の予算が盛り込まれています。
　それでは、今年度の和木町の予算について、具体的に見ていきましょう。

　一般会計当初予算総額は、前年度当初予算と比較して７．９％の増額となっています。これは、人件費の上昇や物
価高騰の影響を受けて、光熱水費、委託費、工事費などの全体的なコストの上昇傾向が続いていることに加え、公
共施設やインフラの老朽化により、改築や修繕が必要となったこと等も影響しています。
　簡易水道事業は、１１．６％の減額となっています。減額の主な理由は、令和６年度に計上されていた配水管布設
替え工事の工事費が大きかったためです。
　公共下水道事業は、７．２％の減額となっています。減額の主な理由は、令和６年度に計上されていた大竹仮設圧
送管撤去工事の工事費が大きかったためです。

○各会計の予算総額 （単位：千円）

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

保 険 事 業 勘 定

サ ー ビ ス 事 業 勘 定

後 期 高 齢 者 医 療

小 計

簡 易 水 道 事 業

公 共 下 水 道 事 業

小 計

一 般 会 計

合　　　　　　計

会　　計　　名

4 , 4 9 9 , 7 1 7

7 0 2 , 0 2 9

5 1 5 , 0 0 9

5 1 3 , 5 6 1

1 , 4 4 8

1 1 7 , 8 5 8

1 , 3 3 4 , 8 9 6

1 3 6 , 8 4 6

4 8 5 , 5 5 3

6 2 2 , 3 9 9

6 , 4 5 7 , 0 1 2

3 2 9 , 2 5 8

3 , 8 3 9

▲ 14 , 1 0 7

▲ 14 , 1 0 7

0

▲ 1 , 9 1 8

▲ 12 , 1 8 6

▲ 17 , 9 1 8

▲ 37 , 7 8 3

▲ 55 , 7 0 1

2 6 1 , 3 7 1

7 . 9

0 . 5

▲ 2 . 7

▲ 2 . 7

0 . 0

▲ 1 . 6

▲ 0 . 9

▲ 11 . 6

▲ 7 . 2

▲ 8 . 2

4 . 2

令和７年度

4 , 1 7 0 , 4 5 9

6 9 8 , 1 9 0

5 2 9 , 1 1 6

5 2 7 , 6 6 8

1 , 4 4 8

1 1 9 , 7 7 6

1 , 3 4 7 , 0 8 2

1 5 4 , 7 6 4

5 2 3 , 3 3 6

6 7 8 , 1 0 0

6 , 1 9 5 , 6 4 1

令和６年度 差　　引 伸び率（％）

特

別

会

計

公
営
企
業
会
計

※一 般 会 計…税金を主な収入とし、福祉や教育など、まちの基本的な事業にかかる経費の会計
※特 別 会 計…国民健康保険や介護保険といった特定の事業で、保険料や利用料など特定の収入によりまかなわれ、一般

会計と区分して経理する会計
※公営企業会計…地方公営企業法に基づき、地方公共団体が住民の福祉の増進を目的に設置・経営するものが公営企業であ

り、提供するサービス等の料金収入を主な財源として、民間と同様の企業会計方式で経理する会計

今年度の予算の総額は？

予算の総額は６４億５７０１万２千円です。内訳は下表のとおりです。

令和７年度の和木町の当初予算が、和木町議会３月定例会において可決されました。

令和７年度

※公営企業会計（簡易水道事業及び公共下水道事業）の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計額です。
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収入の内訳（一般会計）については、下のグラフをご覧ください。

下のグラフは一般会計の予算の使いみち（支出）を性質別に分類したものです。

町税
1,387,929
30.8%

地方譲与税等
236,564  5.3%

諸収入等
270,635
6.0%

繰越金
20,000
0.4%

使用料及び手数料
133,775
3.0%

国・県支出金
933,391
20.7%

地方債（借金）
106,300
2.4%

地方交付税
840,000
18.7%

依存財源  47.1％

自主財源  52.9％

（単位：千円）

（単位：千円）

繰入金
571,123
12.7%

収入

人件費
987,763
22.0%

公債費
473,749
10.5%

扶助費
567,414
12.6%

投資的経費
263,200
5.8%

物件費
1,127,338
25.1%

補助費等
589,713
13.1%

繰出金
242,940
5.4%

その他
247,600
5.5%

義務的経費
45.1％

支出

○自主財源と依存財源
　自主財源とは、和木町が自主的に収入する財源のことを意味し、依存財源とは、国や県から交付されたり、割り
当てられたりして収入する財源のことを意味します。

○町税
一番大きな割合を占めているのが町税（税金）で、町
の収入の約３分の１を占めています。
ただし、景気の低迷が続く中、企業からの税収（法人
住民税）は低水準を推移しています。
○地方交付税
国が集めた国税の一部が一定の基準で県や市町村に交
付されます。
多くの市町村では、地方交付税が大きな割合を占めま
すが、和木町は税収が比較的多いため、その割合は他
の市町村に比べて低くなっています。
○繰入金   
各種事業を行うために積み立てている基金（貯金）か
らの収入です。医療費無料化などの財源に充てる健や
か安心基金からの収入や、財源不足を補うための財政
調整基金からの収入などです。
○地方債   
各種事業を行うための借入金です。今年度は、坂根団
地第１棟改修工事などの財源として、予算に計上され
ています。

○公債費
　借入金（地方債）の返済に充てる経費のことです。
○扶助費
　児童手当や福祉医療費などが含まれます。
○物件費
需用費（消耗品や光熱水費）、委託料などです。
蜂ヶ峯総合公園や和木駅の管理委託、あいあいバス運
行委託、給食費無料化、各種システムの改修委託料や
機器リース料などが含まれます。
○補助費等
英語検定等の検定助成金や各種団体への補助金などが
含まれます。
○繰出金
　一般会計から特別会計への補てん金のことです。
○投資的経費
公共施設を整備するための経費や公営企業会計への出
資金です。県や他の市町村への工事負担金なども含ま
れます。
○その他
土地開発公社への貸付金、各種基金への積立金などが
含まれます。

＜義務的経費＞ 
義務的経費とは、人件費や公債費、扶助費
などの「支出が義務付けられ、任意に削減
できない経費」のことを意味します。

どんな収入があるの？

どんな性質の経費に使われるの？
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どんな目的に使われるの？

予算の使いみちを町民１人あたりに換算し、目的別にみると以下のようになります。

目　　的

議　会　費 11,900円 1.5%

203,400円 25.8%

221,400円 28.1%

48,000円 6.1%

1,000円 0.1%

5,600円 0.7%

85,000円 10.8%

35,900円 4.6%

89,700円 11.4%

83,000円 10.5%

3,500円 0.4%

788,400円 100.0%

農林水産業費

商　工　費

教　育　費

消　防　費

予　備　費

合　計　額

公　債　費
〔借入金の返済に充てる費用〕

町民1人あたりの
予算額及びその割合

○家庭用防犯カメラ設置費補助金
○和木町住宅建設奨励金
○コミュニティバス運行事業
○ガバメントクラウドへの移行経費

○森林整備事業
○林道整備事業
○商工会・地域振興協会への補助金
○新規創業支援事業補助金
○和木町にぎわい創造事業補助金

○町道大和橋通り線道路改良工事
○町道中開地銭縄線道路改良工事
○蜂ヶ峯公園管理運営事業
○坂根団地第１棟改修工事

○全国瞬時警報システム更新工事
○自主防災組織活性化事業補助金
○防災訓練実施事業
○家具転倒防止等対策補助金

○認定こども園管理運営事業
○出産祝金
〇妊産婦タクシー事業
○福祉医療事業（医療費無料） 
○障害者福祉扶助事業
○子育て短期支援事業
○敬老金支給事業

○中学３年生、高校３年生を対象とした
　インフルエンザ予防接種料の全額助成
○任意予防接種助成金
 （おたふくかぜ、インフルエンザ）
○風しん抗体検査、予防接種
○こども家庭センター事業
○集団がん検診等の自己負担の全額助成
○がん患者医療用補正具購入費助成金
○高齢者・障害者宅へのごみ戸別収集支援事業
○妊婦支援給付金
○環境イノベーション推進事業

○町ぐるみ和木学園事業 
○各種検定料助成事業
 （漢検、数検、英検、TOEIC、TOEFL）
○こども園・小・中学校給食費無償化
○中高生海外派遣事業
○中学生イングリッシュキャンプ参加事業
○旧保育所解体工事
〇文化会館空調設備改修工事

衛　生　費
町民の健康や

ごみ処理のための費用

土　木　費
 町道、公園の整備や町営住宅

などに使われる費用

総　務　費
〔一般的な事務費や財産管理費など〕

高齢者、児童などの
社会福祉のための費用

民　生　費

今年度の重点施策
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相
談
支
援
事
業
所
て
ら
す
で
の

相
談
窓
口
開
設
に
つ
い
て

相
談
支
援
事
業
所
の
指
定
に
つ
い
て

自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
）受
給
者
証

の
期
限
切
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

お
持
ち
の
方
へ

障
害
者
相
談
員

　

身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
の
身
近
な

問
題
に
つ
い
て
、
町
か
ら
委
託
を
受
け
た

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
先

身
体
障
害
者
相
談
員　

嶋
谷
保
則

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

※
窓
口
は
和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

火
、
金
曜
日
の
み

知
的
障
害
者
相
談
員　

樫
山
瑞
枝

（
☎
53
ー
5
7
7
0
）

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）
の
受
給

者
証
は
、
毎
年
更
新
が
必
要
で
す
。
有
効

期
間
は
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

更
新
の
手
続
き
は
、
有
効
期
間
が
終
了
す

る
3
ヶ
月
前
か
ら
で
き
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
願
い
し
ま
す
。
町
か
ら
個
別
に
更

新
の
お
知
ら
せ
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
期
限
切
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

更
新
に
必
要
な
も
の　

申
請
書
、
診
断
書

（
原
則
、
2
年
に
1
度
）、
被
保
険
者
で
あ

る
こ
と
を
証
す
る
書
類
等
、
身
分
証
明
書

（
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
）、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
確
認
で
き
る
も
の

※
国
民
健
康
保
険
の
方
は
同
一
世
帯
の
加

入
者
全
員
分
、
社
会
保
険
の
方
は
被
保

険
者
と
本
人
の
も
の
が
必
要
で
す
。

※
受
給
者
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
た
場
合
、

再
認
定
の
申
請
に
は
診
断
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
日
付
を
さ
か
の
ぼ
っ

③
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

　

岩
国
市
横
山
1
ー
12
ー
51

　

相
談
電
話　

44
ー
3
2
4
4

　

メ
ー
ル　

triangle@
joy.ocn.ne.jp

　

火
〜
土　

9
時
〜
18
時

④
障
害
者
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
し
ら
か
ば

　

岩
国
市
室
の
木
町
3
ー
1
ー
74

　

相
談
電
話　

21
ー
8
7
5
0

　

メ
ー
ル　

sts.sirakaba@
coast.ocn.ne.jp

　

月
〜
金　

8
時
15
分
〜
17
時

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

和
木
町
内
で
初
め
て
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
計
画
作
成
の
た
め
の
相
談
支
援
事
業
所
を

指
定
し
ま
し
た
。

事
業
所
名
称　

相
談
支
援
事
業
所
て
ら
す

事
業
所
所
在
地　

和
木
町
関
ヶ
浜
2
ー
4
ー

7
（
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ど
か
内
）

事
業
の
種
類

〇
特
定
相
談
支
援
事
業
（
障
が
い
の
あ
る
方

が
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
前

の
、
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
を
作
成
し
ま

す
。）

〇
障
害
児
相
談
支
援
事
業
（
障
が
い
の
あ
る

お
子
様
が
障
害
児
通
所
支
援
を
利
用
す
る

前
の
、
障
害
児
支
援
利
用
計
画
を
作
成
し

ま
す
。）

　

令
和
6
年
10
月
1
日
の
指
定
よ
り
、
従
来

の
町
外
事
業
所
に
加
え
、
町
内
事
業
所
で
の

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
計
画
作
成
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご

利
用
を
ご
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
保
健
福

祉
課
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

て
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

J
R
各
社
の
運
賃
割
引
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

令
和
7
年
4
月
1
日
か
ら
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
、

J
R
各
社
の
運
賃
割
引
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

　

す
で
に
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
手
帳

に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
運
賃
割
引
の
項
目

を
追
加
し
な
い
と
、
こ
の
割
引
を
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

　

和
木
町
役
場
で
ス
タ
ン
プ
を
押
す
こ
と

が
出
来
る
方
は
、
和
木
町
在
住
で
、
和
木

町
役
場
で
手
帳
を
受
け
取
ら
れ
た
方
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
保
健
福
祉
課
の
窓
口
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
顔
写
真
が
貼
付
さ
れ
て
い
な
い

手
帳
で
は
、
割
引
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

手
帳
に
顔
写
真
を
追
加
す
る
に
は
、
再
交

付
の
手
続
が
必
要
で
す
。

　

運
賃
割
引
の
内
容
（
割
引
区
間
、
乗
車

券
の
種
類
、
割
引
率
、
購
入
方
法
な
ど
）

に
つ
い
て
は
、
J
R
各
社
の
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

山
口
県
健
康
福
祉
部
健
康
増
進
課

（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
2
9
4
4
）

　
　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
前
に
「
資

格
確
認
書
」
又
は
「
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
障
が
い
に
関
す
る
困
り
事
や
悩

み
な
ど
の
相
談
窓
口
と
な
る
事
業
所
を
設
け

て
い
ま
す
。
令
和
7
年
4
月
よ
り
町
内
の
相

談
支
援
事
業
所
て
ら
す
で
、
あ
ら
た
に
相
談

窓
口
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

従
来
の
町
外
3
事
業
所
に
お
い
て
も
、
引
き

続
き
相
談
の
窓
口
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
精
神
障

害
の
あ
る
方
及
び
そ
の
家
族

相
談
内
容　

仕
事
の
こ
と
、経
済
的
な
こ
と
、

将
来
の
こ
と
、
福
祉
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の

こ
と
な
ど
、
普
段
の
生
活
の
中
で
の
不
安

や
悩
み
、
困
っ
て
い
る
こ
と
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
ま
た
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良

い
か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
相
談
も
可
能

で
す
。

　

相
談
費
用
は
か
か
ら
ず
、
秘
密
は
必
ず

守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
先

　
①
相
談
支
援
事
業
所
て
ら
す

　

和
木
町
関
ヶ
浜
2
ー
4
ー
7

　

相
談
電
話　

28
ー
6
2
1
5

　

メ
ー
ル　

terasu@
toride2016.com

　

月
〜
金　

10
時
〜
19
時
（
利
用
者
や
そ

の
ご
家
族
に
合
わ
せ
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

時
間
の
変
更
は
あ
り
ま
す
。）

　
②
岩
国
市
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

岩
国
市
岩
国
4
ー
2
ー
20

　

相
談
電
話　

43
ー
2
3
9
9

　

メ
ー
ル　

iw
asha-shougai@

iw
asha.jp

　

月
〜
金　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出
は
お
す
み
で

す
か
？

　

国
保
に
加
入
す
る
と
き
や
、
脱
退
す
る

と
き
は
、
14
日
以
内
に
保
健
福
祉
課
の
窓

口
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
は
、
加
入
や
脱
退
の
事
実
が
発
生

し
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
・
・
・

※
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

※
手
続
き
が
遅
滞
し
て
い
た
期
間
の
医
療

費
が
、
全
額
自
己
負
担
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
資
格
を
外
れ
た
あ
と
に
国
保
で
受
診
し

た
医
療
費
が
あ
る
場
合
、
お
返
し
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

届
け
出
の
際
は
、
次
の
も
の
を
ご
持
参

の
う
え
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
加
入
す
る
と
き
必
要
な
も
の

・
社
会
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
又
は
離

職
票
な
ど

・
本
人
及
び
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

わ
か
る
も
の
、
届
出
人
の
身
分
証
明
書

●
脱
退
す
る
と
き
必
要
な
も
の

・
社
会
保
険
の
資
格
確
認
書
又
は
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
（
対
象
者
全
員
分
）
、

資
格
取
得
証
明
書
な
ど

・
国
保
の
資
格
確
認
書
又
は
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
（
返
却
の
た
め
）

・
本
人
及
び
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

わ
か
る
も
の

・
届
出
人
の
身
分
証
明
書

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

保険証（後期高齢者医療被保険者証）及び資格確認書の更新に関するお知らせ

後期高齢者医療被保険者の方へ後期高齢者医療被保険者の方へ

　現在交付している保険証もしくは資格確認書は有効期限が令和７年７月３１日となっています。新しい資格確
認書等については以下のとおり、令和７年７月下旬に郵送します。

　なお、現在お持ちの保険証（緑色）もしくは資格確認書（オレンジ色）は８月１日以降使用できません。使用
できなくなった保険証もしくは資格確認書は各自で処分してください（返却の必要はありません）。
問　山口県後期高齢者医療広域連合（☎083－921-7111）　　保健福祉課（☎52－2195）

令和７年度国民年金保険料について
◆ 国民年金保険料
　令和７年度の国民年金保険料額は、月額１７，５１０円です。

◆ 口座振替・前納制度のご案内
　現金で月々保険料を納付した場合に比べ、割引になり大変おトクです。

 令和７年度　国民年金保険料納入額早見表（現金納付・口座振替比較）

毎月納付（現金納付・翌月末の
口座振替・クレジットカード納付）

前納
（現金納付・クレジットカード納付）

前納（口座振替）

17,510円
―

17,450円
60円（早割）

―
―

105,060円
―

104,210円
850円

210,120円
―

420,240円
―

206,390円
3,730円

409,490円
15,670円

103,870円
1,190円

205,720円
4,400円

408,150円
17,010円

保 険 料 額
割引額

保 険 料 額
割引額

保 険 料 額
割引額

保 険 料 額
割引額

１カ月分 ６カ月分 １年分 ２年分
令和７年度

◎早割（当月末振替）：納付期限よりも１ヶ月早く口座振替
●令和８年度の保険料額：月額１７,９２０円

問　岩国年金事務所（☎２４－２２２２　※自動音声）
　　保健福祉課（☎５２－２１９５）

マイナ保険証の登録
交付するもの
サイズ（色）
郵送方法

あ　　り
資格情報のお知らせ
Ａ４サイズの通知
普通郵便

な　　し
資格確認書

はがきサイズ（薄紫色）
簡易書留
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町
民
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
張
相
談

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

消
費
生
活
相
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す

行
政
相
談

お
い
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

子
ど
も
食
堂
「
わ
き
っ
ち
ん
」

ち
ょ
こ
っ
と
よ
り
み
ち
『
ち
ょ
こ
の
会
』

手
づ
く
り
パ
ン
定
期
販
売
の
お
知
ら
せ

雇
用
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

労
働
問
題
で
お
困
り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

労
働
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
遺
言
の
日
】
記
念
行
事

遺
言
・
相
続
に
関
す
る
無
料
電
話
相
談

　

ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障
が
い

を
持
っ
た
人
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済
的
な

自
立
を
促
し
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
図

る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日
時　

4
月
9
日
㈬　

14
時
30
分
〜
15
時

場
所　

総
合
福
祉
会
館
1
階
ロ
ビ
ー

問　

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

　

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
「
は
っ
ち
ー
ず
」

は
、
学
校
や
家
庭
の
中
で
疑
問
や
不
安
に

思
っ
て
い
る
こ
と
に
耳
を
か
た
む
け
ま
す
。

丁
寧
に
お
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
文
化
会
館
で
メ
ン
バ
ー
の
方
と
お

話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

4
月
10
日
㈭　

9
時
30
分
〜
11
時

場
所　

文
化
会
館
1
階
集
会
室

問　

は
っ
ち
ー
ず
事
務
局
（
教
育
委
員
会
事

務
局
内
）（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

　
日
時　

4
月
19
日
㈯

受
付　

11
時
30
分
〜
12
時

場
所　

安
禅
寺
（
和
木
1
丁
目
6
番
18
号
）

参
加
費 

こ
ど
も
：
無
料

　
　
　

 

保
護
者
：
3
0
0
円

申
込
方
法　

先
着
20
名

※
準
備
の
た
め
、
16
日
㈬
ま
で
に
事
前
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
「
わ
き
っ
ち
ん
」
事
務
局

（
☎
0
9
0
ー
7
1
3
6
ー
8
9
5
7
）

　

遺
言
・
相
続
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
か
ら
の
相
談
で
も
無
料
で
電
話
相
談

を
い
た
し
ま
す
。

日
時　

4
月
15
日
㈫　

10
時
〜
16
時

形
態　

弁
護
士
に
よ
る
電
話
相
談

相
談
電
話
番
号　

0
8
3
ー
9
2
0
ー
8
7
3
0

問　

山
口
県
弁
護
士
会

（
☎
0
8
3
ー
9
2
2
ー
0
0
8
7
） 

　
「
仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
」「
就
職
活
動

に
不
安
が
あ
る
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
苦
手
」
な
ど
仕
事
の
相
談
を
雇
用
ト
ー
タ

ル
サ
ポ
ー
ト
が
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
の
方
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
事
前
に
連
絡
の
う
え
、
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

県
で
は
、
労
働
問
題
に
精
通
し
た
専
門
の

相
談
員
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
る
労
働
ほ
っ

と
ラ
イ
ン
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

賃
金
、
労
働
時
間
、
退
職
、
解
雇
、
セ
ク

ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
等
、
各
種
の
労
働
相
談
を

電
話
に
よ
り
承
り
ま
す
。

電
話
番
号　

0
8
3
ー
9
3
3
ー
3
2
3
2

相
談
員　

社
会
保
険
労
務
士

相
談
料　

無
料
（
通
信
料
は
発
生
し
ま
す
）

相
談
日　

月
〜
金
曜
日　

9
時
〜
18
時

（
た
だ
し
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

問　

山
口
県
労
働
政
策
課
労
働
福
祉
班

（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
3
2
1
0
）

各
種
お
知
ら
せ

　

身
近
な
相
談
、
お
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

町
民
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

日
時　

毎
週
火
・
金
曜
日　

9
時
〜
16
時

※
年
末
・
年
始
を
除
く

場
・
問　

町
民
相
談
室
（
和
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

主
催　

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　
　

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　
　

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　
　

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日
時　

4
月
16
日
㈬　

9
時
〜
12
時

場
所　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

用
皆
光
康
行
政
書
士

（
☎
0
8
2
9
ー
56
ー
5
5
9
9
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
、
ひ
と
り
親
の

方
、
高
齢
者
の
方
の
就
職
支
援
の
た
め
、
出

張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
幅
広
く
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

4
月
15
日
㈫ 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

文
化
会
館
2
階
商
工
指
導
室

※
前
日
の
正
午
ま
で
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

4
月
18
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
・
問　

町
民
相
談
室（
和
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

　

消
費
生
活
に
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

4
月
1
日
、
8
日
、
15
日
、
22
日

　
　
　

9
時
〜
17
時

※
毎
週
火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

（
29
日
は
お
休
み
で
す
）

場
所　

役
場
議
会
棟
1
階
相
談
室

相
談
員　

轟　

眞
由
美
さ
ん

（
和
木
町
消
費
生
活
相
談
員
）

問　

役
場
議
会
棟
相
談
室（

☎
35
ー
5
3
1
0
）

主
催　

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

日
時　

4
月
24
日
㈭　

10
時
〜
13
時

場
所　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
健
康
相
談
室

問　

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

　
　

岩
国
市
役
所
前
事
務
所

（
☎
22
ー
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
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石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策
等

補
助
金
で
配
水
管
を
更
新

令
和
７
年
度　
住
宅
環
境
改
善
支
援

事
業
補
助
金
募
集
の
ご
案
内

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
募
集
中

石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策
等

補
助
金
で
町
道
を
整
備

住
宅
土
砂
災
害
対
策
改
修
事
業
補

助
金
制
度
、
が
け
地
近
接
等
危
険

住
宅
移
転
事
業
補
助
制
度

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
が
変
わ
り
ま
し
た

ア
サ
リ
漁
開
放
日
の
中
止
に
つ
い
て

　

令
和
6
年
度
石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策
等

補
助
金
を
利
用
し
て
、
町
道
新
大
和
橋
通
り

線
、
町
道
苗
代
床
B
線
及
び
町
道
苗
代
床
C

線
の
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
工
事
に

よ
り
、
路
面
の
老
朽
化
に
よ
る
亀
裂
等
が
解

消
さ
れ
、
歩
行
者
や
車
両
が
ス
ム
ー
ズ
に
通

行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

工
事
の
期
間
中
は
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問　

都
市
建
設
課
（
☎
52
ー
2
1
9
8
）

　

令
和
6
年
度
石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策
等

補
助
金
を
利
用
し
て
、
瀬
田
2
丁
目
の
配
水

管
布
設
替
え
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
工
事

に
よ
り
、
耐
震
管
へ
と
更
新
し
た
た
め
、
今

ま
で
以
上
に
安
定
し
た
水
の
供
給
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　

工
事
の
期
間
中
は
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問　

都
市
建
設
課
（
☎
52
ー
2
1
9
8
）

　

土
砂
災
害
や
が
け
地
の
崩
壊
等
か
ら
町
民

の
皆
さ
ま
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
町
内
の

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）

等
に
建
っ
て
い
る
危
険
住
宅
の
土
砂
災
害
対

策
改
修
費
用
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
な

ど
か
ら
住
宅
を
移
転
す
る
場
合
の
住
宅
の
新

築
・
購
入
等
の
費
用
の
一
部
の
補
助
に
つ
い

て
、
事
前
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
者　

令
和
8
年
4
月
以
降
に

・
危
険
住
宅
の
土
砂
災
害
対
策
工
事

・
危
険
住
宅
を
除
却
し
、
移
転
先
の
住
宅
の

新
築
ま
た
は
購
入

　

を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

申
込
期
間　

4
月
1
日
㈫
〜
6
月
30
日
㈪

申
・
問　

都
市
建
設
課
（
☎
52
ー
2
1
9
7
）

　

山
口
県
で
は
、
岩
国
基
地
へ
の
空
母
艦
載

機
の
移
駐
に
よ
る
騒
音
の
影
響
が
心
配
さ
れ

る
地
域
で
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
エ
ア

コ
ン
や
断
熱
サ
ッ
シ
の
取
付
け
・
取
替
え
に

つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

申
込
期
間　

令
和
7
年
4
月
1
日
㈫
〜
令
和

8
年
1
月
30
日
㈮

補
助
対
象
の
住
宅

　

和
木
町
に
お
住
ま
い
で
一
定
の
要
件
を
満

た
さ
れ
る
場
合
、
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
工
事　

新
築
住
宅
も
含
め
、

取
付
（
取
替
）
工
事
は
、
必
ず
「
補
助
金
の

交
付
決
定
通
知
」
が
到
着
し
た
後
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
交
付
決
定
前
に
工
事
を
行
う
も
の
は
、
対

象
外
と
な
り
ま
す

※
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

山
口
県
岩
国
基
地
対
策
室

（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
2
3
4
9
）

　
　

都
市
建
設
課
（
☎
52
ー
2
1
9
7
）

て「
ア
サ
リ
漁
体
験
学
習
」を
展
開
予
定
で
す
。

当
体
験
学
習
の
中
で
、
ア
サ
リ
の
成
長
促
進

に
向
け
た
取
り
組
み
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

問　

住
民
サ
ー
ビ
ス
課（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

　

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た

地
域
か
ら
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、

「
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

推
進
員
の
要
件

・
町
内
在
住
ま
た
は
和
木
町
に
勤
務
さ
れ

て
い
る
方

・
年
齢
18
歳
以
上

・
町
、
県
、
地
域
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
等
の
行
う
催
事
、
事
業
に
協

力
し
、
活
動
で
き
る
方

推
進
員
の
任
期　

令
和
7
年
6
月
1
日
〜

令
和
9
年
5
月
31
日
（
2
年
間
）

推
進
員
の
活
動
内
容

　

地
域
温
暖
化
防
止
活
動
を
行
う
住
民
等

へ
の
情
報
提
供
、
協
力
等

申
込
期
限　

5
月
16
日
㈮

申
込
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
F
A
X
、
メ
ー
ル
可
）

※
応
募
用
紙
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口
、

和
木
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

　

推
進
員
活
動
は
無
償
で
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
謝
金
の
支
給
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

推
進
員
氏
名
及
び
市
町
名
の
み
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す
。

申
・
問　

住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

新
規
申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
開
始

　

新
規
申
請
に
つ
い
て
も
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
を
利
用
し
た
電
子
申
請
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

※
電
子
申
請
で
は
、
戸
籍
情
報
が
シ
ス
テ

ム
連
携
さ
れ
る
た
め
、
戸
籍
謄
本
の
提

出
が
原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。

受
け
取
り
ま
で
の
期
間
の
変
更

　

2
0
2
5
年
旅
券
は
国
立
印
刷
局
で
作

成
し
て
全
国
へ
配
送
さ
れ
る
た
め
、
山
口

県
で
は
、
申
請
か
ら
交
付
ま
で
に
11
営
業

日
程
度
か
か
り
ま
す
。

※
交
通
状
況
に
よ
り
受
け
取
り
ま
で
の
期

間
が
長
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

旅
券
手
数
料

10
年
旅
券

紙
申
請　
　

1
6
，
3
0
0
円

電
子
申
請　

1
5
，
9
0
0
円

5
年
旅
券

紙
申
請　
　

1
1
，
3
0
0
円

電
子
申
請　

1
0
，
9
0
0
円

5
年
有
効
旅
券
（
12
歳
未
満
）

紙
申
請　
　

6
，
3
0
0
円

電
子
申
請　

5
，
9
0
0
円

問　

住
民
サ
ー
ビ
ス
課（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

　

和
木
町
側
小
瀬
川
河
口
の
ア
サ
リ
漁
開

放
に
つ
き
ま
し
て
、
ア
サ
リ
の
生
育
不
良

及
び
潮
等
の
影
響
に
よ
り
、
本
年
度
も
中

止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
広
報
わ
き
３
月
号
で
ご
案
内
し
て

い
る
と
お
り
、
今
年
度
は
和
木
学
園
に
お
い
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
募
集

職
業
訓
練
生
の
募
集
「
オ
フ
ィ
ス
事
務
基
礎
科
」

シ
ル
バ
ー
会
員
募
集

お
仕
事
も
承
っ
て
い
ま
す

公
務
員
無
料
合
同
説
明
会

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

小
学
生
向
け
公
民
館
講
座

（
英
語
・
絵
画
・
そ
ろ
ば
ん
）

和
木
町
生
活
応
援
商
品
券
事
業

を
実
施
し
ま
す

募
集
人
員　

1
名

勤
務
場
所　

和
木
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

勤
務
時
間　

8
時
30
分
〜
16
時
30
分（
半
日

勤
務
3
時
間
30
分
）（
シ
フ
ト
に
よ
る
変
更

あ
り
）

勤
務
日
数　

月
10
日
程
度
（
半
日
勤
務
を

含
む
）（
シ
フ
ト
に
よ
る
変
動
や
夏
休
み
時

な
ど
の
減
少
あ
り
）

賃
金　

1
，
2
6
0
円
／
時
間

選
考
方
法　

書
類
審
査
・
面
接

応
募
方
法　

会
計
年
度
任
用
職
員
申
込
書

に
必
要
事
項
（
写
真
添
付
）
を
記
入
し
、
教

育
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

教
育
委
員
会
事
務
局

（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

①
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
、Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
ス
キ
ル
及
び

仕
事
内
容
や
職
業
環
境
に
応
じ
て
必
要

な
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
。

②
自
ら
が
就
職
に
向
け
た
目
標
を
設
定
し
、

納
得
で
き
る
就
職
を
目
指
す
。

訓
練
費
用

　

受
講
料
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
及
び
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
代
と
し
て
8
，

1
1
8
円
必
要
、
資
格
試
験
受
験
料
は
別

途
必
要
で
す
。

訓
練
期
間

5
月
30
日
㈮
〜
8
月
29
日
㈮
（
3
ヶ
月
）

募
集
期
限　

5
月
7
日
㈬

　
　
　
　
　
（
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

募
集
定
員　

15
名

訓
練
場
所　

徳
山
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学

校
岩
国
校
（
岩
国
市
民
文
化
会
館
内
）

問
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

こ
の
よ
う
な
事
例
を
見
聞
き
し
た
場
合

は
、
速
や
か
に
役
場
へ
ご
連
絡
・
ご
相

談
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
利

用
団
体
が
な
い
た
め
、
次
の
と
お
り
休
館

と
な
り
ま
す
。
図
書
館
の
返
却
B
O
X
も

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
理
解
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時　

4
月
29
日
㈫
、
5
月
4
日
㈰
、
6

日
㈫

問　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
年
、小
学
生
を
対
象
に
し
た
講
座
〔
英
語
・

絵
画
・
そ
ろ
ば
ん
〕
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

新
学
期
に
小
学
校
で
申
込
用
紙
を
配
布
し

て
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
申
込

用
紙
に
記
入
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

事
務
室
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

新
規
募
集
の
結
果
、
5
名
に
満
た
な
い

講
座
は
、
開
講
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

下
さ
い
。（
英
語
・
そ
ろ
ば
ん
に
つ
き
ま
し

て
は
、
4
月
の
講
座
は
休
講
と
な
り
ま
す
。）

※
申
し
込
み
先
は
小
学
校
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
間
違
え
の
無
い
よ
う
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
家
計
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、「
和
木
町
共
通
商
品
券
」
を
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
ゆ
う
パ
ッ
ク
に
て
お
届

け
し
ま
す
。
令
和
7
年
4
月
1
日
時
点
で

和
木
町
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
方
が
対
象
で
す
（
申
込
み
不
要
）。

配
布
額　

1
人
に
つ
き
１
セ
ッ
ト
3
，
0
0

0
円
分
（
5
0
0
円
券
を
6
枚
）

使
用
期
間　

7
月
1
日
㈫
〜
12
月
31
日
㈬

配
布
方
法　

世
帯
主
宛
て
に
世
帯
員
全
員

分
を
ま
と
め
て
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
に
て
郵
送

（
受
取
時
に
押
印
ま
た
は
サ
イ
ン
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
指
定
場
所
配
達
※
は
で
き
ま

せ
ん
。）

※
指
定
場
所
配
達
と
は
、
自
宅
の
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
や
物
置
、
車
庫
な
ど
、
指
定
し

た
場
所
に
荷
物
を
お
届
け
す
る
こ
と
で
す
。

配
布
時
期　

6
月
中
に
順
次
配
送
を
予
定

ご
注
意
く
だ
さ
い

〇
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
、
お
住
ま
い

を
転
居
さ
れ
た
方
は
郵
便
局
で
転
居
届

な
ど
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
親
族
な
ど
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

し
て
い
る
方
で
、
和
木
町
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
た
住
所
地
と
は
別
の
配

布
先
を
希
望
す
る
方
は
、
4
月
10
日
㈭

か
ら
4
月
30
日
㈬
ま
で
に
申
出
書
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す

〇
商
品
券
の
配
布
に
際
し
、
町
ま
た
は
そ

の
他
の
団
体
・
関
係
機
関
等
が
金
銭
を

求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、

　

自
衛
隊
・
海
上
保
安
庁
・
刑
務
所
・
警
察
・

消
防
に
よ
る
職
業
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

対
象　

高
校
生
・
大
学
生
・
転
職
希
望
者

※
保
護
者
同
伴
可

※
予
約
不
要
・
服
装
自
由

日
時　

4
月
6
日
㈰　

10
時
〜
15
時

　
　
　

4
月
26
日
㈯　

10
時
〜
15
時

（
説
明
時
間
は
約
1
時
間
30
分
程
度
）

場
所　

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
2
階

問　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域

事
務
所
（
☎
23
ー
1
5
8
0
）

　

町
内
に
住
む
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、

働
く
意
欲
と
能
力
の
あ
る
健
康
な
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

※
入
会
に
は
年
会
費
3
，0
0
0
円
（
傷
害
・

損
害
保
険
料
を
含
む
）
が
必
要
で
す
。

主
な
仕
事
の
内
容

〇
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
の
草
抜
き
・
草
刈
・

植
木
剪
定
・
清
掃
作
業

〇
美
術
館
の
受
付
管
理
業
務

〇
道
海
公
園
の
清
掃
等
の
管
理
業
務

〇
夏
季
プ
ー
ル
の
清
掃
管
理
業
務

〇
一
般
家
庭
の
草
抜
き
・
庭
・
畑
・
山
の

草
刈
、
植
木
剪
定
及
び
竹
木
等
の
伐
採

〇
一
般
家
庭
の
粗
大
ゴ
ミ
及
び
剪
定
屑
等

の
運
搬
処
分
作
業　

な
ど

常
時
お
仕
事
承
り
中

○
お
申
し
込
み
は
お
電
話
で
可
能
で
す

○
受
付
時
間　

9
時
〜
15
時
30
分

○
土
・
日
・
祝
日
は
休
業
で
す

申
・
問　

和
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
総
合
福
祉
会
館
内
）（
☎
53
ー
8
0
5
5
）
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家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
補
助
金

通
話
録
音
装
置
を
お
貸
し
し
ま
す

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
海
外
派
遣

事
業 
参
加
者
募
集

　

和
木
町
で
は
、
国
際
交
流
事
業
の
一
環

と
し
て
、
毎
年
夏
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
研
修

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
む
現
代
に
お
い
て
、
英
語
力
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
は
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
事
業
を
通
じ

て
、
子
ど
も
た
ち
が
広
い
視
野
を
持
ち
、

異
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
貴
重
な
機
会

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
派
遣
対
象
者
は
、
和
木
町
在

住
の
中
学
3
年
生
お
よ
び
高
校
生
で
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員

会
へ
参
加
申
込
書
と
応
募
票
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象　

町
内
に
在
住
す
る
中
学
3
年
生
及

び
高
校
生
（
過
去
に
本
事
業
へ
参
加
し
た

方
を
除
く
）

派
遣
期
間　

7
月
28
日
㈪
〜
8
月
12
日
㈫

派
遣
先　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド　

オ
ー
ク

ラ
ン
ド
近
郊

募
集
期
間　

4
月
10
日
㈭
〜
5
月
9
日
㈮

費
用
負
担
額　

25
万
円
（
保
険
料
・
滞
在
中

の
個
人
的
経
費
等
を
除
く
）

募
集
定
員　

20
名

問　

教
育
委
員
会
事
務
局（

☎
53
ー
3
1
2
3
）

補
助
対
象
者

〇
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
用
い
る
町
内
の

住
宅
に
新
た
に
防
犯
を
目
的
に
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
す
る
方

※
ア
パ
ー
ト
、
借
家
は
除
き
ま
す

〇
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

〇
防
犯
カ
メ
ラ
、
画
像
デ
ー
タ
保
存
装
置
等

〇
防
犯
カ
メ
ラ
用
ケ
ー
ブ
ル
の
設
置
工
事
費

〇
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
費

〇
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
表
示
に
か
か
る
費
用

〇
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
必
要
な
経
費

補
助
金
の
額

〇
補
助
対
象
経
費
の
1
／
2
の
額
（
千
円
未

満
の
端
数
切
捨
て
）
で
、
1
住
宅
に
つ

き
5
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

申
・
問　

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

貸
出
事
業
の
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

○
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

○
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
方

○
日
中
に
、
住
居
に
高
齢
者
の
み
と
な
る

こ
と
が
常
態
で
あ
る
世
帯
の
方

利
用
の
申
請

　
「
通
話
録
音
装
置
利
用
申
請
書
」
を
企
画

総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
出
数　

1
世
帯
1
台

貸
出
期
間　

貸
出
し
の
日
か
ら
1
年

問　

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

３代目和木町地域おこし協力隊
上野優樹の「活動報告」

　レノファ山口 FC のホーム開幕戦が２月２３日
にありました。山口県内の各市町の代表が集まっ
て、スポーツ少年団などによる寄せ書きの書か
れた旗を持って入場するのですが、僕も和木町
代表として参加させてもらいました。大歓声の
中、維新みらいふスタジアムの芝を歩くという
貴重な体験ができて、本当によかったです。J1
昇格を応援しています。

　「したっけよってって」は「せっかくなら寄って行って」と
いう意味。和木町からおよそ１，０００km以上離れている恵庭市
を身近に感じていただき、魅力に触れてほしいという意味が込
められています。今回のイベントの目玉はやっぱり、ジンギス
カン！！開放的な蜂ヶ峯で、その場で焼き上げた旨味たっぷり
のお肉を・・・
　もう想像するだけでお腹が空いてきますよね！！現地で仕入
れてきた本物の味をご堪能ください！
　他にも恵庭市の特産品の販売（恵庭に直接伺って聞いてきた
「地元の方おすすめの品」もあります！）や、北海道といえば
これ！という海の幸を使った料理をカフェで提供します！
日時　５月１８日（日）１０時～１５時　※雨天中止
会場　蜂ヶ峯総合公園Bee＋エリア
※イベントの内容は予告なく変更する場合がござい
　ますのでご了承ください。
問　和木町地域振興協会（☎２８-４６６６）

【和木町と恵庭市】
　昭和５４年、北海道恵庭市との姉妹都市縁組が結ばれました。
　恵庭市とは、明治１９年頃、和木村から幾人もの人たちが、開
拓に移住した歴史的な関係にあります。
　イベントをきっかけに、恵庭市と和木町との産業交流を図り、
両市町の関係性強化に繋げてまいります。
　詳細は和木町地域振興協会のホームページで更新していきま
すのでご覧ください！

「したっけよってって ～恵庭市・北海道物産展～」
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令和７年度 就学援助費交付申請のお知らせ
　就学援助制度とは、経済的な理由により就学困難な児童生徒の保護者に対し、学用品費・校外活動費の一部など
必要な援助を行う制度です。
※令和７年３月中に新入学準備費を受給された方も、令和７年度分として新たに審査を行うため、今回の申請が必
要です。

申請に必要なもの
①就学援助費交付申請書兼世帯表（窓口または町ホームページにて入手可能）
②申請要件に該当する添付書類（提出が必要な場合）
　※窓口で申請書を記入される予定の方は、通帳など口座情報が分かるものをお手元にご準備ください。
　令和７年度申請分からの主な変更点
・交付方法が、学校長への委任払（現金支給）から、保護者が指定する口座への振込となります。
・申請書類の様式と一部の添付書類の提出方法が変更となりました。
・交付決定後、交付額や口座振込日を記載した「就学援助費交付額通知書」を送付します。
　申請期限
４月３０日（水）　※期限後の申請もできますが、申請・認定された月からの支給となります。
　提出・申込先
教育委員会事務局（☎５３－３１２３）

※注　自治体で発行する最新の証明書（市町村民税非課税証明書・所得課税証明書など）は、６月頃から発行されるため、
前住所地の自治体から６月以降に取得してください。年度当初の申請期限に間に合わない場合は、先に申請書のみ提
出いただき、後日、証明書を６月末日までに提出してください。提出されない場合、申請要件の不備とみなしますの
でご注意ください。

就学援助申請要件
生活保護を受給している方

添付が必要な書類
生活保護受給証明書

注意事項
最終学年の修学旅行費のみ就学援助費として支
給されます。

個人の事業税又は市町村民税の
減免措置を受けている世帯

ア

イ
減免決定通知書の写し

市町村民税の非課税世帯

ウ

市町村民税非課税証明書（※注）
※直近の１月１日に和木町に住民票
がない方（１月２日以降に和木町
へ転入された方、他市町村に住民
票のある同一生計の世帯員など）
のみ

▶世帯員全員（別居している同一生計の世帯員
も含む）が非課税である必要があります。
▶直近の１月１日に和木町に住民票がある方
は、課税台帳等で確認を行いますので、提出
不要です。

児童扶養手当の受給世帯

エ

児童扶養手当証書の写し ▶児童手当ではなく、児童扶養手当です。
▶全部支給停止の場合、手当の支給がありませ
んので、申請要件の対象外です。
▶児童扶養手当の申請中で、証書の交付が年度
当初の提出期限に間に合わない場合は、その
旨を申し出、申請書のみ提出ください。

国民年金保険料の免除を受けて
いる世帯オ

国民年金保険料免除・納付猶予申請
承認通知書の写し

▶世帯員全員（別居している同一生計の世帯員
も含む）が免除されている必要があります。

国民健康保険料の減免又は徴収
猶予の措置を受けている世帯カ

減免決定通知書の写し
又は
徴収猶予通知書の写し

▶世帯員全員が減免または徴収猶予を受けてい
ることが必要です。

生活福祉資金の貸付を受けてい
る世帯キ

ク

生活福祉資金貸付決定通知書の写し ▶貸付決定日は４月以降（当該年度）のものと
してください。

上記に該当しないが、経済的に
困窮しており、生活状態が極め
て悪いと認められる世帯

前年中の所得額が分かるもの
※条件により添付書類が異なるた
め、右欄をご確認ください。
源泉徴収票の写し
又は
確定申告書の写し
又は
所得課税証明書（※注）

▶源泉徴収票の写し……前年中の収入が給与収
入のみである場合
▶確定申告書の写し……前年中の収入に、給与
収入以外の収入がある場合
▶所得課税証明書……直近の１月１日に和木町
に住民票がない方（１月２日以降に和木町へ
転入された方、他市町村に住民票のある同一
生計の世帯員など）のみ
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和木・大竹の歴史講座

ス
ポ
ー
ツ

〇
サ
ッ
カ
ー
部

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

開催日
場　所
成　績

２月１１日
周防大島陸上競技場
Ｃリーグ　優勝

■ U-12　第２０回オレンジカップ
　

２
月
23
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
昨
年
に
引

き
続
き
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
株
式
会
社
に
よ
る
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
Ｗ
リ
ー
グ
の
強
豪
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｏ
Ｓ
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
が
誇
る
コ
ー
チ
陣

が
全
国
を
巡
り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
魅

力
や
楽
し
さ
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
や
日
本
の
最
高
峰
で
プ
レ
ー
し
て
き

た
コ
ー
チ
か
ら
の
指
導
は
、
子
ど
も
達
に

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
バ
ス
ケ
�
ト
ボ
�
ル

ク
リ
ニ
�
ク
を
開
催
し
ま
し
た

　

2
月
16
日
、
ひ
ろ
し
ん
ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
小
学
生
を
対
象
に
今
年

度
2
回
目
と
な
る
ス
ケ
ー
ト
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
子
ど
も
た

ち
は
大
興
奮
！
専
門
講
師
の
先
生
の
親
切
で

分
か
り
や
す
い
指
導
の
お
か
げ
で
あ
っ
と
い

う
間
に
上
達
し
、
最
終
的
に
は
リ
ン
ク
を
一

周
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
今

後
も
町
民
の
皆
さ
ん
が
普
段
体
験
で
き
な
い

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
機
会
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ス
ケ
�
ト
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

と
っ
て
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
思
い
出

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

歩いて、和木町の
昔にタイムスリップできる
ロマンあふれる講座です☆

和木町にお住まい・お勤めの方ならどなたでも !対　象

和木町文化財保護審議会　会長　正中克磨　氏講　師

　今年もやります和木学園 !!!
　生涯学習を通して和木町を盛り上げましょう☆
　和木学園講座「和木・大竹の歴史講座」を開催します。
和木町の古地図を見て、今との違いを比べたり、町内の石
碑・寺社などの史跡を巡ったりする予定です。
 緑の風薫る中、ふるさとの歴史文化の秘密について学ん
でみませんか。

町ぐるみ
「和木学園」歴史教室の

和木・大竹の歴史講座

令和７年４月１９日（土）
９:００～１３:００ 雨天決行 

日　時

※時間については目安です。多少変動する場合があります。

・活動にふさわしい服装（はき慣れた靴や帽子）
・水筒、筆記用具
・雨天時は傘または合羽

持参物

・荒天の場合は、文化会館で和木町の歴史につい
　ての学習会として実施します。
・解散時刻は状況により多少前後する可能性があ
　ります。

確認事項

町ぐるみ「和木学園」事務局（和木町教育委員会内）
TEL 0827-53-3123　 FAX 0827-53-6776

連絡先

・一里塚　・三秀神社　・米元廣右衛門碑
・養専寺　・竹原七郎兵衛渡渉地点
・封境の地　・安禅寺　・嘉屋又蔵の墓　など

場　所

※徒歩または公用車での移動

（予定）

９:００　　　　　　　文化会館集合
９:００～１０:００　　和木町の歴史についての
　　　　　　　　　　概要説明
１０:００～１３:００　和木町の史跡めぐり
１３:００　　　　　　解散

日　程

※時間については目安です。多少変動する場合があります。

・和木町教育委員会までご連絡ください。
　直接窓口へいらっしゃっても結構です。
・締切は、４月１６日（水）１７時までです。

申込方法
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問：住民サービス課（☎５２－２１９４）

〇ガラスの日は「リサイクルびん」と「陶器・ガ
ラス類等」を２台のトラックで別々に収集して
います。そのため片方のみを収集した後に、ま
だ収集が終わっていないと勘違いし、追加でご
みを出して取り残しになることがあるようで
す。ごみは朝８時３０分までに出しましょう。

〇割れたガラス等をスーパーのロールポリ袋等に
そのまま入れて出されている事があり、収集の
際破れ非常に危険です。割れたガラス等は布や
紙で包み、中身の見えるビニール袋等に入れ
「危険」と書いて出してください。

〇リサイクル専用かごにはリサイクルびんのみを
入れて、陶器・ガラス類等は入れないでくださ
い。

　これまでも和木こども園でご活躍いただいていた国際交流支
援員。今年度も「より広い範囲で町民の方々と交流を」という
ことで、一般向けの「英会話講座」を開講します。
　今年も国際交流支援員の先生と英会話をたのしみましょう。

・興味はあるけど、難しい英語はパス。
・英語以外にも交流の幅を広げたい。
・少人数でていねいに指導してもらいたい。
・隙間時間を有効に活用したい
　　等々、どうぞお気軽にお申し込みください。

国際交流支援員の コミセン英会話講座

国際交流支援員
５月１２日（月）開講　以降、毎月第２・４月曜日
１０：００～１１：００
※７/８～９/７，１２/２３～１/２５，３/２４～３/３１
　および　祝日は休講です （事前にお知らせします）
和木町総合コミュニティセンター　１階健康相談室
和木町在住の方、和木に縁のある方
（１８歳未満は、保護者承諾が必要）
若干名　※先着順（和木在住の方を優先）
配付教材、筆記用具
無料

〔申 込 方 法〕電話・FAXまたは窓口まで
〔受 付 期 間〕４月１日（火）～２５日（金）
〔お問い合せ〕和木町総合コミュニティセンター
　　　　　　　　　☎５２-２１９１　　５２-５２００

■先　生
■日　時

■場　所
■対　象

■人　数
■必要物
■参加料

こんな方はぜひ！こんな方はぜひ！

町ぐるみ和木学園は生涯学習を
推進する取組です☆皆さんが今
までされていた活動も、和木学
園の取組と考えられます。

町ぐるみ「和木学園」講座の不正大麻・けし撲滅運動の

実施について

　４月１日から６月３０日までの３ヶ月間、
「不正大麻・けし撲滅運動」を実施します。
　「大麻」や「植えてはいけないけし」を発見
したときや見分け方がわからないときは、岩
国健康福祉センターに連絡してください。

＜植えてはいけないけし＞

山口県HP

問　岩国健康福祉センター
   　　　　　　　（☎２９－１５２６）

　令和７年度の一斉注射を４月２５日（金）に実施します。
犬の登録（生涯に１回）と狂犬病予防注射（年１回）は狂
犬病予防法により義務付けられています。この機会に注射
を受けましょう。
　飼い犬を登録されている方には、３月中に案内文を送付
していますので、案内文と料金を持って、お近くの会場へ
お越しください。
実施日　４月２５日（金）　雨天決行
会場と時間
関ヶ浜分館→９時～９時１５分
瀬田分館→９時２５分～９時４０分
大谷集会所→９時５０分
瀬田３丁目集会所→１０時５分～１０時２０分
福祉会館駐車場→１０時３０分～１０時４５分
和木 4丁目第 1集会所→１０時５０分～１１時
和木 5丁目集会所→１１時５分～１１時１５分
役場西側駐車場→１１時２５分～１１時３５分

注射料金　３，０５０円（注射済票交付手数料を含んでいます）
※まだ、犬を登録されていない方は、前日までに役場で登
録の手続きをしてください。会場が大変混雑しますので、
ご協力をよろしくお願いします。
※お釣りのないように、ちょうどの金額をお持ちください。
※犬が死亡または転出、犬の譲渡等で登録情報に異動があ
りましたら、届出する必要がありますので、住民サービ
ス課にご連絡ください。
問　住民サービス課（☎５２－２１９４）

狂犬病予防一斉注射について

ガラスの日の注意点
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今月の納税

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 236

和

木

短

歌

会

雛
人
形
孫
に
贈
り
て
振
り
返
る 

﹁
置
く
と
こ
な
い
﹂
と
言
い
し
若
き
日

田
中　
　

宏

朝
ま
だ
き
寝
ぼ
け
ま
な
こ
に
外
に
出
る 

朝
刊
と
れ
ば
よ
う
や
く
目
覚
め

井
口
美
智
子

花
粉
飛
び
今
年
は
喉
か
声
か
す
れ 

さ
さ
や
く
我
に
夫
も
さ
さ
や
く

春
寒
の
妹
背
の
滝
の
雄
滝
は 

雪
を
は
ね
の
け
ゴ
�
�
�
と
流
る

泉
原　

節
子

中
礒　

和
子

繰
り
返
し
聴
い
て
い
た
歌
い
つ
の
間
に 

夫
が
隣
り
で
口
ず
さ
ん
で
る

清
水　

敬
子

藤
沢
へ
や
�
ぱ
り
帰
る
と
言
う
君
に 

二
文
字
が
言
え
な
い
レ
モ
ン
浮
く
紅
茶

藤
川　

洋
子

兼
本　

信
昌

冬
に
こ
そ
く
ち
び
る
ほ
の
ぼ
の
明
る
み
ぬ 

十
一
面
観
音
お
厨
子
の
奥
に

灰
岡　

裕
美

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　
契
約
時
は
、
契
約
内
容
の
説

明
を
よ
く
聞
き
、
疑
問
点
は
そ

の
場
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
特

に
退
去
時
の
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
費
用
な
ど
、
費
用
負
担
に

関
す
る
事
項
は
、
必
ず
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
入
居
時
は
、
で
き
る
限
り
貸

主
側
と
一
緒
に
住
宅
の
キ
ズ
や

汚
れ
の
状
態
、
備
え
付
け
の
設

備
が
正
常
に
作
動
す
る
か
な
ど

を
確
認
し
、
写
真
や
メ
モ
で
記

録
を
残
し
ま
し
ょ
う
。
退
去
時

も
入
居
時
と
同
様
に
住
宅
の
状

況
を
記
録
し
て
お
く
と
ト
ラ
ブ

ル
に
な
っ
た
と
き
に
役
立
ち
ま

す
。

【
相
談
】

　
4
年
前
に
家
賃
6
万
円
、
敷

金
礼
金
な
し
の
民
間
賃
貸
住
宅

に
入
居
し
、
先
日
退
去
し
た
。

後
日
、
管
理
会
社
か
ら
壁
紙
や

フ
ロ
ア
マ
ッ
ト
の
原
状
回
復
費

用
と
し
て
約
50
万
円
を
請
求
さ

れ
た
。
入
居
時
の
壁
紙
や
フ
ロ

ア
マ
ッ
ト
は
前
の
住
人
が
汚
し

た
ま
ま
だ
っ
た
。
請
求
は
納
得

で
き
な
い
。

【
回
答
】

　
相
談
者
か
ら
管
理
会
社
に
原

状
回
復
費
用
の
積
算
根
拠
を
示

す
よ
う
求
め
、
国
土
交
通
省
の

「
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
基
準
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
費
用
負
担
に

つ
い
て
話
し
合
う
よ
う
助
言
し

た
。

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

消
費
生
活
相
談
（
火
曜
日
の
み
）

（
☎
35
ー
5
3
1
0
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

賃貸住宅退去時の
原状回復トラブル

春
節
に
パ
ン
ダ
の
赤
ち
�
ん
二
十
匹 

ま
あ
る
い
白
黒
動
き
止
ま
ら
ず

　
町
税
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

固
定
資
産
税 

　
　
　
　
　
　
　
1
期
分

町
営
住
宅
使
用
料 

　
　
　
　
　
4
月
分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

※
納
期
限
は
4
月
30
日
㈬
で
す
。

　
納
税
者
が
町
内
に
有
す
る
固
定
資
産
の
評
価

額
が
適
正
か
確
認
す
る
目
的
で
、
他
の
土
地
や

家
屋
の
評
価
額
と
比
較
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
　
4
月
1
日
㈫
〜
4
月
30
日
㈬

縦
覧
場
所
　
税
務
課
窓
口

持
参
品
　
本
人
確
認
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許

証
、
納
税
通
知
書
な
ど
）

※
納
税
者
の
代
理
の
人
は
委
任
状
や
続
柄
な
ど

の
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

問
　
税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

固
定
資
産
税
の
縦
覧
が
で
き
ま
す

　桜の開花時期に合わせて、役場裏の枝
垂桜をライトアップします。
　幻想的な雰囲気の夜桜をご覧ください。

点灯時間　日没後～２２時

夜桜ライトアップ

和木町内のイベントの模様
やお役立ち情報を放送して
います。
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0－4

令和7年3月1日現在
総人口　5,707人（＋27）
世帯数　2,592世帯（＋28）
和木町の面積　10.58㎢
（　）内は前月比

女　2,911人（＋17人）男　2,796人（＋10人）

●
企
画
総
務
課

　
松
井
　
敏
浩
　
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　（
教
育
委
員
会
事
務
局
　
局
長
）

　
茅
原
　
史
貴
　
係
長
（
保
健
福
祉
課
　
係
長
）

　
野
﨑
　
菜
美
　
主
事
補
（
新
規
採
用
）

●
税
務
課

　
池
田
　
　
剛
　
課
長
（
同
課
　
課
長
補
佐
）

　
藤
川
　
直
紀
　
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
体
育
セ
ン
タ
ー
　
所
長
）

　
渡
邊
　
良
平
　
主
任
主
事
﹇
定
年
延
長
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
企
画
総
務
課
　
課
長
）

●
保
健
福
祉
課

　
渡
邊
真
奈
美
　
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　（
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
　
所
長
）

　
増
野
　
和
紀
　
社
会
福
祉
士
（
新
規
採
用
）

　
嶋
田
　
優
貴
　
主
事
補
（
新
規
採
用
）

●
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　
遠
田
　
千
春
　
所
長
（
同
所
　
係
長
）

　
中
村
　
暢
子
　
保
健
師
（
新
規
採
用
）

　
多
嶋
田
　
悠
　
保
健
師
（
新
規
採
用
）

●
議
会
事
務
局

　
田
尾
　
　
恵
　
局
長
（
同
局
　
局
長
補
佐
）

　
中
島
芽
生
子
　
係
長
（
住
民
サ
ー
ビ
ス
課  

係
長
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局

　
鳥
枝
　
　
靖
　
局
長
（
保
健
福
祉
課
　
課
長
）

●
体
育
セ
ン
タ
ー

　
坂
本
　
啓
三
　
主
任
主
事
﹇
定
年
延
長
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
税
務
課
　
課
長
）

●
こ
ど
も
園

　
友
重
真
莉
菜
　
主
任
保
健
師

　
　
　
　
　（
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
　
主
任
保
健
師
）

退
職

　
𠮷
岡
　
　
司
（
議
会
事
務
局
　
局
長
）

　
小
清
水
　
緑
（
税
務
課
　
主
任
主
事
）

【
転
出
者
】
（ 

　
）
内
は
転
出
先

●
和
木
小
学
校

　
河
口
　
龍
裕
　
校
長

  

（
和
木
町
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
主
事
）

　
浅
井
　
詩
織
（
灘
小
学
校
）

　
鮎
川
ひ
と
み
（
高
森
み
ど
り
中
学
校
）

●
和
木
中
学
校

　
光
貞
　
賢
志
（
桑
山
中
学
校
　
教
頭
）

●
和
木
町
教
育
委
員
会

　
山
家
　
英
樹
（
島
田
小
学
校
　
教
頭
）

【
転
入
者
】
（
　 

）
内
は
前
任
校

●
和
木
小
学
校

　
福
江
　
大
幸
　
校
長

　
　
　
　
　
　
（
徳
地
青
少
年
自
然
の
家
）

　
早
瀨
　
絵
恋
（
愛
宕
小
学
校
）

　
飯
塚
　
由
奈
（
平
田
小
学
校
）

　
山
本
　
将
也
（
新
規
採
用
）

　
稲
垣
理
香
子
（
三
輪
小
学
校
）

●
和
木
中
学
校

　
米
田
　
浩
晃
（
岩
国
中
学
校
）

　
瀬
田
　
善
尊
（
玖
珂
中
学
校
）

　
藤
井
　
拓
弥
（
徳
地
中
学
校
）

　
津
田
　
奈
月
（
新
規
採
用
）

退
職

●
和
木
小
学
校

　
倉
光
　
　
聖

●
和
木
中
学
校

　
湯
浅
　
　
実

職
員
の
異
動
（
　
）
内
は
旧
職

教
職
員
の
異
動

４
月
１
日
付

　和木小学校開校１５０周年記念事業の一環として、９月６日に「原爆の子の像」のモデルとなった佐々木禎子さんの兄、
佐々木雅弘さんによる人権教育講演会を開催しました。その後、アメリカに設置されている「原爆の子の像」をモデルに
した銅像が無くなった（盗まれた）ため、再建資金の募金活動が行われているとお聞きしました。
　そこで、開校１５０周年記念式典や記念展示（美術館）会場に募金箱を設置するなどして、皆さまにご協力をお願いし
ました。集まった５０,０００円を佐々木さんにお届けし、像の再建にお役立ていただきます。
　ご協力をいただき、誠にありがとうございました。

和木小学校開校１５０周年記念事業実行委員会　

「原爆の子の像」募金のお礼

「
敬
称
略
」
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